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特集 : イ チ ゴ炭 そ 病 ( 2 )  

イ チ ゴ炭 そ 病 に 対す る 底面給水法 に よ る 伝染抑制効果

と 潜在感染株の簡易診断法

は じ め に

イ チ ゴ炭 そ 病 ( Glomerella cingulate) は， 親株床， 仮

植床で萎 ち ょ う 枯死 を起 こ す イ チ ゴ の 最重要病警の一つ

であ る 。 本病の 発生 に よ り 打撃 を う け， イ チ ゴ栽培 を 断

念す る 栽培者 さ え 出現 し て い る 。 そ こ で， 本病菌の発生

生態 に 着 目 し た 底面給水法 に よ る 伝染抑制 と 潜在感染株

の簡易 な診断法 に つ い て 紹介す る 。

I イチゴ炭 そ 病 に対する底面給水法 に よ る

伝染抑制効果

本病 に対す る 有効な耕種的防除方法 と し て ， 雨除 け栽

培 に よ る 伝 染抑 制効果 は 報告 さ れ て い る ( 石 川 ら ，

1989 : 手塚 ・ 牧野， 1989) 。 こ れ は ， ウ リ 類 (河合 ・ 鈴

木， 1956 : 岸， 1954 : 渡辺 ・ 若井 田 ， 1956) ， モ モ (北

島， 1952) ， テ ン サ イ (築尾， 1990) 及 び イ チ ゴ (YANG

et al . ，  1990. C. acutatum に よ る ) の 炭 そ 病 な どで明 ら か

に さ れた よ う に ， 炭 そ 病菌分生胞子の飛散が， 風のみで

は 起 こ ら ず水滴 に 伴 っ て 飛散 す る か ら で あ る 。 と こ ろ

で， 花 き 鉢物栽培で普及 し て い る 底面給水法 (青木，

1987) は， 鉢の底部か ら 給水す る 方法で， 通常 の ノ ズ ル

散水で生ず る 水跳ねがな い た め ， シ ク ラ メ ン炭そ病の伝

染 を 抑 制 す る こ と が 明 ら か に な っ て い る ( 石 川 ら ，

1991) 。 一方， イ チ ゴ栽培で も ポ ッ ト 育苗 は普及 し ， 本給

水法が栽培体系 に組み込 ま れ る 条件が整 い つ つ あ る 。 そ

こ で， 本病菌分生胞子の飛散方法 と 本給水法の本病 に対

す る 適用 に つ い て検討 し た の で紹介す る (石川 ら ， 1993 

a， b) 。

1 分生胞子の飛散 に及lます水 と 風の影響

ま ず， 本病菌分生胞子の飛散 に 及 ぼす水 と 風の影響 を

みた。 風 を へア ー ド ラ イ ヤ ー， 霧 を ペーパー ク ロ マ ト グ

ラ フ 用噴霧器か ら 発生 さ せ た 。 伝染源であ る 発病 イ チ ゴ

株に対 し て ， 霧 と 風 を 同 時 に 作用 さ せ た場合 に の み， 風

下 に お い た グ リ セ リ ン ゼ リ ー塗布 ス ラ イ ド グ ラ ス に分生

胞子が捕 そ く さ れた 。 し か し ， 霧及び風 を そ れぞれ単独

に作用 さ せ る と ， 捕 そ く さ れ な か っ た 。 一方， ス ラ イ ド
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グ ラ ス に 固定 し た 発病葉柄片， PDA 培地上 の 分生子層

及び菌叢先端部の分生胞子 に 霧 と 風 を作用 さ せ た 場合 に

は捕 そ く さ れな か っ た 。 こ れ は発病イ チ ゴ株 に 風 と 水 を

作用 さ せ た 場合 に は ， 茎葉が揺れて風下 に 分生胞子 を 懸

濁 し た水滴が離脱飛散す る が， ス ラ イ ド グ ラ ス 上 に 固定

し た 伝染源 か ら は ， 水滴が離脱 し な か っ た か ら で あ る

(表…1 ) 。 ま た ， 発病葉柄 に 対す る 水滴滴下実験， 発病株

に対す る 風洞及 び野外での実験で も 水 (雨) が作用 し な

い条件で は分生胞子 の 飛散 は観察 さ れな か っ た 。

以上か ら ， 伝染源か ら の分生胞子の 飛散 に は ， 水の存

在が必須であ り ， 分生胞子 を 懸濁 さ せ た水滴の離脱 に 伴

表 - 1 イ チ ゴ炭 そ 病菌分生胞子 の飛散 と 水及 び風速 と の
関係

供試材料 霧の作用 の有無 風速b) 捕 そ く 分生胞子
(m/秒) 数 (伺/8 . 8 cm') 

。 。
無 4 。

発 病 8 。

イ チ ゴ株 。 。

有 4 155 
8 327 

。 。
無 4 。

8 。
発病葉柄a)

。 。
有 4 。

8 。

。 。
無 4 。

培地上の 8 。

分生子層a) 。 。

有 4 。
8 。

。 。
無 4 。

培地上の 8 。

分生胞子a) 。 。

有 4 。
8 。

叫 : 供試材料 は ス ラ イ ド グ ラ ス 上 に 固定 し た
同 : 風 は へア ー ド ラ イ ヤ ー で送風 し た
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っ て 生ず る こ と が明 ら か に な っ た 。 す な わ ち ， 第 l 段階

と し て 分生胞子が水中 に 懸濁 し， 第 2 段階 と し て分生胞

子懸濁液が振動や 自 重及 び水跳ね に よ り 伝染源か ら 離脱

す る 過程 を と る と 考 え ら れた 。

2 底面給水法 に よ る 伝染抑制効果

本病菌分生胞子の飛散 メ カ ニ ズ ム が解明 さ れた こ と に

よ り ， 底面給水法が胞子飛散防止 に 有効であ る こ と が推

察 さ れた。 そ こ で， 慣行の ノ ズ ル散水法 と 底面給水法 と

の水管理の差異 に よ る 本病の伝染 に つ い て ， 無病株の 中

央 に伝染源 を 置 き 検討 し た 。 底面給水法 は， ベ ン チ に敷

い た ビ ニ ル フ ィ ルム の 上 に 3 mm 厚 の ポ リ エ ス テ ル不織

布マ ッ ト を敷い て そ の上 に イ チ ゴ鉢 を配置 し ， ポ リ エ ス

テ ル不織布マ ッ ト に通水す る こ と に よ っ て鉢底部か ら 給

水 さ せ た 。 ノ ズル散水法 は ， ポ リ エ ス テ ル不織布マ ッ ト

の み を敷 き ， 同様 に配置 し た イ チ ゴ株の頭上か ら 散水 し

た 。

ノ ズ ル 散 水 法 の 発 病 株 率 は ， 実 験 開 始 7 日 後 に

20 . 8%，  14 日 後 に は 29 . 2% に 達 し た 。 ま た ， 実験開始

14 日 後 に は ， 潜水時 に伝染源の下手 に あ た る イ チ ゴ株の

葉柄病斑 に 分生子層 が形成 さ れ， 新 た な伝染源 と な っ

た。 こ れ に 対 し ， 底面給水法では， 伝染源イ チ ゴ株の発

病 は ノ ズ ル散水法 と 同様 に進行 し た が， そ れ以外の株は

発病せ ず， 本病の伝染が防止で き た (図-1) 。

底面給水法 は ， 慣行の ノ ズ ル散水法で起 き る 分生胞子

の飛散 を 防止で き ， 伝染防止 に き わ め て有効であ り ， シ

ク ラ メ ン炭そ病 (石川 ら ， 1991) の報告 と 一致 し た 。 ま

た ， 底面給水法 と 雨除 け栽培 と の組み合わ せ に よ っ て本

病 の伝染抑制 に 有効 で あ る こ と が明 ら か に な っ て い る

(岡 山， 1993 : 秋田， 1993) 。 な お ， 現在の と こ ろ イ チ ゴ

( 1994 年)

栽培での底面給水法 に よ る 水管理技術 は 未確立であ る 。
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本病 を難防除病害 と し て い る 最大 の 要 因 は ， 本病菌が

潜在感染 し ， 無病株 と の判別が困難だか ら であ る 。 そ れ

ら 潜在感染株 は， 無病の原菌や親株 と し て 使用 さ れ伝染

源 に な り 大 き な被害 を 与 え る 。 現在， 潜在感染株の検定

方法 と し て は， 検定株 を ビ ニ ル袋 に 収 め ， 280Cの陽光定

温器 に 2 週間以上静置 し ， 発病の 有無 を 観察す る 加温加

湿 に よ っ て発病 を促進 さ せ る 方法 ( 岡 山 ら ， 1991) ， 本病

菌の抗体 を 作製 し ， IFA， DIBA 及 び ELISA 法 に よ り イ

チ ゴ羅病部位か ら 検 出 す る 方法があ る (有江 ら ， 1992 : 

加藤 ら ， 1992) 。 し か し ， 前者 は 株 に 対す る 悪影響や， 本

病以外の原因で萎 ち ょ う 枯死す る 可能性 も あ り 難点が多

い 。 後者 は 血清学 的 に 検 出 す る 方法で， 迅速 で は あ る

が， 圃場条件での潜在感染株へ の適用 に つ い て は検討中

であ る 。 こ こ で は ， 検定葉 を エ タ ノ ー ル液 に 浸潰 し ， 病

斑形成 を 誘導促進 し て 簡易 に 診断 す る 方法 (石川 ら ，

1992) に つ い て述べ る 。

1 検定材料

検定材料 は， 本病の第二次伝染方法 (石川 ら ， 1993 a， 

b) か ら ， パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ の よ う に 飛散胞子 を 受 砂止 め

る 葉が最 も 適 し て い る 。 葉位 は ， 飛散胞子 を 受 け る 期間

が長 く ， 栽培上不用 で生育 に 悪影響 を 与 え な い 下位棄が

最適であ る 。 検定葉数 は， 下葉か ら 3 葉 (9 小葉) を供試

す る と 診断精度が高 く な る 。

2 潜在感染菌の診断方法

本病潜在感染菌の誘導方法 に つ い て 述べ る 。 潜在感染

菌 に 対 し て競合す る 葉面微生物 を 除去 す る た め 70% エ

タ ノ ー ル液 に 浸漬処理 し， 潜在す る 炭 そ 病菌 を優占種に

さ せ る 。 そ の後， 本病菌の最適生育条件で あ る 280C， 多

湿条件 を人工的 に 付与す る 。 潜在感染菌の発病条件が整

う の で， イ チ ゴ葉 を培地 に し て 生育す る 。 最終的 に は，

本病菌の標徴の 一 つ で あ る サ ー モ ン ピ ン ク 色の分生子層

を形成す る 。 分生子層 は ， 肉眼で も 容易 に識別 で き ， 潜

在感染の有無 を診断す る 有力 な マ ー カ ー に な る ( 口絵写

真参照) 。

3 簡易診断法の現場での適用

イ チ ゴ原苗や親株の選抜 を想定 し た 簡易診断法の手順

を述べ る 。 ま ず， 斑点型病斑発生株 を 見落 と さ な い よ う

に 注意 し ， 発病株 を 除去す る 。 →検定葉 を l 株当 た り ，

下葉か ら 3 枚程度採葉す る 。 →検定葉 は ， 水洗 い し て 土

や ほ こ り を 洗 い 流す。 → こ こ か ら 無菌操作 を行 う 。 70%

エ タ ノ ー ル液 に 葉身全体 を 30 秒間浸演す る 。 →殺菌水で

水洗 し ， エ タ ノ ー ル を 洗 い流す。 →殺菌水で湿 し た 炉紙

イチ ゴ炭 そ 病潜在感染株の簡易診断法E 
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14 日 後
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を 敷 い た ペ ト リ 皿に検定薬 を収 め る 。 ペ ト リ 皿 は， ピニ

ル袋 に入れ乾燥 を 防 ぐ 。 →280Cの恒温器 に検定葉 を約 10

日 間収 め ， 分生子層の形成 を 観察す る 。

潜在感染葉 は ， 誘導病斑上 に サ ー モ ン ピ ン ク 色の分生

子層 を 形成 す る 。 ま た ， イ チ ゴ輪斑病 の 病斑 も 誘導 さ

れ， 分生子殻か ら 淡黄色の胞子塊 を噴出 し ， 紛 ら わ し い

の で混 同 し な い よ う 留意す る ( 口絵写真参照) 。

お わ り に

こ こ に紹介 し た底面給水法の伝染抑制効果 は， 本病菌

分生胞子の伝搬方法 に 着 目 し た胞子飛散 を遮断す る 「病

原菌 を ば ら ま かせ な い」 防除方法で あ る 。 ま た ， 潜在感

染株の簡易診断法 は， r伝染源 を持 ち 込 ま せ な い J 防除方

法であ る 。 栽培体系 に あ わ せ て ， 原苗や親株に対 し て 実

施す る と 効率的 に 潜在感染株 を 除去で き る 。 な お ， 本法

は適用範囲が広 く ， C. acutatum に よ る イ チ ゴ炭 そ 病， シ

ク ラ メ ン炭 そ 病 な どの潜在感染葉か ら も 病斑 を誘導 さ せ

る こ と がで き る 。
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- 1 988年版-4 ， 429円 送料380円

- 1 987年版-4， 223円 送料380円

- 1 986年版-4， 223円 送料380円

-1985年版-4， 017円 送料380円

- 1 983年版-3， 296円 送料310円

-1963�82， 84年版一品切絶版

お 申 込み は前金 (現金・ 小為省・ 援嘗) で本会へ

富民 定価 は税込価格で す 。

一一一 25 一一一


